
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
文字入力機能を有する携帯型電話機であって、

数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複
数の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、
一つの数字キーが繰り返し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の文
字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、

が押下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字と
する文字入力手段と、

前記読出手段の読出順序を、前記定め
られた順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする携帯型電話機。
【請求項２】
文字入力機能を有する携帯型電話機であって、

数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複
数の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、
一つの数字キーが繰り返し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の文
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１～９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー

当該数字キーに対応した文字グループの文字の入力中に、数字キーと異なる所定のキーの
操作がされたとき、当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の
文字から、前記所定のキーの操作により、前記逆の順序に従って当該数字キーに対応する

１～９及び０からなる



字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、
が押下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字と

する文字入力手段と、
当該数字キーが所定の時間以上

の長押しがされたとき、 前記読出手段の読出順序を、前記
定められた順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする携帯型電話機。
【請求項３】
文字入力機能を有する携帯型電話機であって、

数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複
数の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、
一つの数字キーが所定の時間を超える間隔で繰り返し押下されたとき、当該数字キーに対
応する文字グループ内の文字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、

が押下されたとき、最後に読み出された文　字を入力文字
とする文字入力手段と、

当該数字キーが前記所定時間以
内に２回押下されたとき、 前記読出手段の読出順序を、前
記定められた順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする携帯型電話機。
【請求項４】
文字入力機能を有する携帯型電話機であって、

数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序　が定められた
複数の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、

が押下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字と
する文字入力手段と、

前記読出手段の読出順序を、前記定めら
れた順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする携帯型電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯型電話機に関して、さらに、その文字入力制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯型電話機は、基本となる通話機能の他に多くの有用な機能を備えるようになっ
た。文字入力機能もその一つである。この文字入力機能は、電話番号の登録や検索をする
際に、ひらがな、漢字、カタカナ、英字等を入力するための機能である。
【０００３】
一般に、従来の携帯型電話機では、操作者に文字入力機能を提供するために「キ－」毎に
使用可能な文字がグループ単位で割り当てられている。操作者から「キ－」入力を受け付
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当該数字キーと異なる数字キー

当該数字キーに対応した文字グループの文字の入力中に、
当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の
文字から、当該数字キーの押下により、切り換えられた順序に従って当該数字キーに対応
する

１～９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー

当該数字キーに対応した文字グループの文字の入力中に、
当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の
文字から、当該数字キーの押下により、切り換えられた順序に従って当該数字キーに対応
する

１～９及び０からなる

一つの数字キーが所定の時間以上長押しされている間、当該数字キーに対応する文字グル
ープ内の文字を一定の時間間隔をおいて、前記定められた順序で読み出す読出手段と、
当該数字キーと異なる数字キー

当該数字キーに対した文字グループの文字の入力中に、数字キーと異なる所定のキーの操
作がされたとき、当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の
文字から、前記所定のキーが所定の時間以上長押しされている間、当該数字キーに対応す
る文字グループ内の文字を一定の時間間隔をおいて、切り換えられた順序に従って当該数
字キーに対応する



けた場合、携帯型電話機は、「キー」の押下毎に当該「キー」に対応するグループ内の文
字を所定の順序で次々に呼び出してパネルに表示する。これにより、操作者は、目的とす
る文字が表示された時点で確定操作を行い、文字入力を行っている。
【０００４】
例えば、携帯型電話機において「２」の数字キーに「カキクケコ」の５文字が割り当てら
れている場合、携帯型電話機は、操作者から「２」の数字キーを受け付ける毎に携帯型電
話機のパネルに（「カ」→「キ」→・・→「コ」→「カ」）のように一定の順序で変更さ
せて表示する。操作者は、このパネルの表示を見ながら目的の文字を選択し、「確定キー
」を押下して文字の入力を行う。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の携帯型電話機では、操作者が一度文字の確定に失敗すると、再度目
的の文字が表示されるまで操作者は何回も「キー」を押すことが強いられるため、操作が
煩雑になるという問題がある。また、このような場合は目的の文字が確定するまで暫く時
間がかかってしまうという問題もある。
【０００６】
そこで、本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、一度文字の確定に失敗した場合
であっても、簡単な操作によって短時間で文字を確定することことができる携帯型電話機
を提供することを目的とする。
【０００７】
【発明を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明に係る携帯型電話機は、文字入力機能　を有する携帯
型電話機であって、 数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、
順序が定められた複数の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、
一つの数字キーが繰り返し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の文
字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、 が押下
されたとき、最後に読み出された文字を入力文字とする文字入力手段と、

前記読出手段の読出順序を、前記定められた順序と逆
の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とす
る。
また、文字入力機能を有する携帯型電話機であって、 　数字キーの
数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複数の文字　からなる文字グループ
とを対応させて記憶する記憶手段と、一つの数字キーが繰り返し押下されたとき、当該数
字キーに対応する文字グループ内の文字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、

が押下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字と
する文字入力手段と、 当該数字
キーが所定の時間以上の長押しがされたとき、 前記読出手
段の読出順序を、前記定められた順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文
字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする。
また、文字入力機能を有する携帯型電話機であって、 　 数字キーの
数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複数の文　字からなる文字グループ
とを対応させて記憶する記憶手段と、一つの数字キ　ーが所定の時間を超える間隔で繰り
返し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の文字を、前記定められた
順序で読み出す読出手段と、 が押下されたとき、最後に読
み出された文字を入力文字とする文字入力手段と、
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１～９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー
当該数字キーに

対応した文字グループの文字の入力中に、数字キーと異なる所定のキーの操作がされたと
き、当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数
字キーに対応する文字の入力中の最後の文字から、前記所定のキーの操作により、前記逆
の順序に従って当該数字キーに対応する

１～９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー
当該数字キーに対応した文字グループの文字の入力中に、

当該数字キーに割り当てられた
前記切

換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の文字か
ら、当該数字キーの押下により、切り換えられた順序に従って当該数字キーに対応する

１～９及び０からな る

当該数字キーと異なる数字キー
当該数字キーに対応した文字グループ



当該数字キーが前記所定時間以内に２回押下されたとき、
前記読出手段の読出順序を、前記定められた順序と逆の順序に切り換

える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする。
さらに、文字入力機能を有する携帯型電話機であって、 数字キーの
数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複数の文字からなる文字グループと
を対応させて記憶する記憶手段と、

が押下されたとき、最後
に読み出された文字を入力文字とする文字入力手段と、

前記読出手段の読出順序を、前記定めら　れた順序と逆の順序に切り換え
る切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを　特徴と
する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下では、本発明に係る携帯型電話機について、図面を参照しながら説明する。
（実施の形態１）
図１は、携帯型電話機１０の構成を示すブロック図である。携帯型電話機１０は、文字入
力モードにおいて操作者が文字を選択する際に、所定キーの押下によって文字の表示順序
を切り換える機能を有し、無線部１１、モデム部１２、ＴＤＭＡ処理部１３、Ｄ／Ａ・Ａ
／Ｄ変換部１４、音声処理部１５、スピーカ１６、マイク１７、記憶部１８、表示部１９
、入力部２０、制御部２１から構成される。
【０００９】
無線部１１は、送信時にモデム部１２から出力されるベースバンド信号を搬送波に変換し
てアンテナより出力し、受信時にアンテナから入力される高周波信号をベースバンド信号
に変換してモデム部１２に出力する。
モデム部１２は、無線部１１とＴＤＭＡ処理部１３との間で、変調及び復調を行う。
【００１０】
ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）処理部１３
は、１つのベースバンド信号を５ｍｓ当たり８つのタイムスロットに分割し、上りに４ス
ロット、下りに４スロット割り当てることにより、双方向の４チャネルを時分割多重する
。なお、ＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）方式の携帯型
電話機においては、１つのベースバンド信号を４０ｍｓ当たり６つのタイムスロットに分
割し、上りに６スロット、下りに６スロット割り当てることにより、双方向の６チャネル
を時分割多重する。
【００１１】
Ｄ／Ａ・Ａ／Ｄ変換部１４は、ＴＤＭＡ処理部１３と音声処理部１５との間で、ディジタ
ルオーディオ信号とアナログ音声信号とを相互に変換する。
音声処理部１５は、スピーカ１６やマイク１７を介して音声信号の入出力とその増幅等を
行う。
記憶部１８は、１～９及び０の「数字キー」とこれらの「数字キー」が連続に押下された
場合の回数とを対応させて割り当てられた複数の文字の文字コード１８ａを文字テーブル
として記憶する。例えば、「数字キー”１”」には、ア行のカタカナ（大文字及び小文字
の各５文字）の１０文字が割り当てられており、これらの文字の文字コードが記憶されて
いる。また、記憶部１８は、各種のフラグ群１８ｂの値を記憶する。
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の文字の入力中に、 当該数字キ
ーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応す
る文字の入力中の最後の文字から、当該数字キーの押下により、切り換えられた順序に従
って当該数字キーに対応する

１～９及び０からなる

一つの数字キーが所定の時間以上長押しされている間
、当該数字キーに対応する文字グループ内の文字を一定の時間間隔をおいて、前記定めら
れた順序で読み出す読出手段と、当該数字キーと異なる数字キー

当該数字キーに対した文字グルー
プの文字の入力中に、数字キーと異なる所定のキーの操作がされたとき、当該数字キーに
割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する
文字の入力中の最後の文字から、前記所定のキーが所定の時間以上長押しされている間、
当該数字キーに対応する文字グループ内の文字を一定の時間間隔をおいて、切り換えられ
た順序に従って当該数字キーに対応する



【００１２】
図２（ａ）及び（ｂ）は、各数字キーに割り当てられたカタカナのそれぞれの文字グルー
プの文字テーブルの一覧と文字の読出順序についての説明図である。
図２（ａ）は、記憶部１８に記憶されている各数字キーと各数字キーが押下された場合の
回数とを対応付けて割り当てられたカタカナ等の文字テーブルの一覧である。数字キー毎
の各文字グループには、それぞれに複数の文字が割り当てられている。例えば、「数字キ
ー”１”」の文字グループには、文字「ア」から文字「ォ」までの１０文字が割り当てら
れている。
【００１３】
図２（ｂ）は、操作者から数字キー等の押下があった場合における文字の読出順序につい
て、「正」又は「逆」の方向を示した図である。図２（ｂ）では、「数字キー”１”」の
グループに定義されている文字の読出順序を示している。図２（ｂ）に示されているよう
に、文字「ア」→文字「イ」→・・・→文字「ォ」→文字「ア」のように遷移する（実線
で示した）場合を「正」の読出順序と定義し、逆に、文字「ォ」→文字「ェ」→・・・文
字「ア」→文字「ォ」のように遷移する（破線で示した）場合を「逆」の読出順序と定義
する。
【００１４】
表示部１９は、液晶ディスプレイパネル等であり、制御部２１の制御によって、操作者の
キー入力操作に基づいて読み出された文字の表示等を行う。なお、表示部１９は、半角文
字（例えば、カタカナや英数文字など）で３６文字分の表示領域（１２文字×３行＝３６
文字）を有しているものとする。
入力部２０は、数字キーや各種専用キー（例えば、アップ／ダウンキー、左移動／右移動
キー）などの操作キーを有し、操作者からこれらのキー押下を受け付けて制御部２１に通
知する。なお、ダウンキー（▽キー）は、文字入力モードにおいて最後に押下された「数
字キー」と同一の機能を実現する。
【００１５】
ここで、「文字入力モード」とは、携帯型電話機における動作モードの１つであり、専用
の操作キー（例えば「カナ／英」キー等」）を押下することにより、操作者からの文字入
力を受け付け得るモードをいう。
図３は、入力部２０における操作キーの一例を示した図である。図３に示されるように、
入力部２０の操作キーとしては、１～９及び０の「数字キー」３０１と、「アップ／ダウ
ンキー（△／▽キー）」３０２、３０３、「左移動／右移動キー」３０４、３０５、「文
字入力モード切替キー（カナ／英キー）」３０６がある。
【００１６】
制御部２１は、タイマ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を内蔵したマイクロコンピュータにより構成さ
れ、ＲＯＭ内の各種プログラムを実行することによって、携帯型電話機１０全体の制御を
行う。以下では、制御部２１が行う制御のうち、本実施形態に係る文字入力モードにおけ
る文字入力に関する制御に絞って説明する。
制御部２１は、文字入力モードにおいて、アップ／ダウンキーの押下通知を受け付けると
、表示部１９に表示されている文字の「逆」の読出順序で、又は「正」読出順序で次の文
字を記憶部１８から読み出して、表示部１９に表示する。具体例を挙げて説明すると、表
示部１９に「イ」が表示されている時に、「アップキー（△キー）」が押下された場合は
、「逆」の読出順序で次の文字「ア」が読み出されて表示され、「ダウンキー（▽キー）
」が押下された場合は、「正」の読出順序で次の文字「ウ」が読み出されて表示される。
【００１７】
図４は、「アップ／ダウンキー」を用いる本実施形態における動作の概要を示した図であ
る。なお、以下では、「数字キー”１”」に割り当てられた文字グループ（ア行のカタカ
ナの１０文字）を用いて説明する。
最初に、表示部１９における画面４０１において、制御部２１が入力部２０から「数字キ
ー”１”」の押下の通知を受け付けた場合は、最初の文字「ア」を読み出して画面に表示
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する（画面４０２）。次に、画面４０２において、制御部２１が「▽キー」又は「数字キ
ー”１”」の押下の通知を受け付けた場合は、「正」の読出順序で文字「ア」の次の文字
「イ」を読み出して画面に表示する（画面４０３）。さらに、画面４０３において、制御
部２１が「▽キー」又は「数字キー”１”」の押下の通知を受け付けた場合は、「正」の
読出順序で文字「イ」の次の文字「ウ」を読み出して画面に表示する（画面４０４）。
【００１８】
一方、画面４０４において、制御部２１が「△キー」の押下の通知を受け付けた場合は、
「逆」の読出順序で文字「ウ」の次の文字「イ」を読み出して画面に表示する（画面４０
３）。さらに、画面４０３において、制御部２１が「△キー」の押下の通知を受け付けた
場合は、「逆」の読出順序で文字「イ」の次の文字「ア」を読み出して画面に表示する（
画面４０２）。
【００１９】
図５～図８は、実施形態１における携帯型電話機１０の文字入力処理の流れを示すフロー
チャートである。図５は、実施形態１における＜文字入力処理＞のメインルーチンの内容
を示すフローチャートである。
最初に、制御部２１は、初期化処理として、最後に押下された数字キーの数字を表す「変
数ｋ」及び新規に押下された数字キーの数字を表す「変数ｌ」に「ｎｕｌｌ」を、数字キ
ーが押下された回数を表す「変数ｉ」及び表示パネルにおける表示位置番号を表す「変数
ｊ」に「１」を設定し、表示部１９の表示パネルにおける表示位置毎に設けられた文字コ
ードを記憶するための「メモリＭ（１）～Ｍ（３６）」を「スペースクリア」する（ステ
ップＳ５０１）。
【００２０】
次に、表示部１９は、表示パネルにおけるｊ番目の表示位置にカーソルを点滅表示する（
ステップＳ５０２）。さらに、制御部２１は、入力部２０から受け付けたキーの種類を判
別し、それぞれのキー入力に応じた処理を実行する（ステップＳ５０３～ステップＳ５０
７）。
最後に、操作者から確定キーを受け付けた場合（ステップＳ５０８）、制御部２１は、本
処理を終了する。
【００２１】
図６は、図５において制御部２１が「数字キー」を受け付けたと判定した場合（ステップ
Ｓ５０４）以降の＜数字キー処理＞の流れを示すフローチャートである。
最初に、制御部２１は、入力部２０から入力された数字キーの数値を「変数ｌ」に格納す
る（ステップＳ６０１）。
【００２２】
次に、制御部２１は、「変数ｋ」と「変数ｌ」が同一か否かを判定し（ステップＳ６０２
）、同一の場合は、文字候補番号を更新する（ステップＳ６１０）。この場合、「文字番
号ｉ」の値が所定の範囲外か否かを判定し（ステップＳ６１１）、範囲外の場合は文字番
号の初期化処理、即ち「１」に設定する（ステップＳ６１２）。
【００２３】
一方、「変数ｋ」と「変数ｌ」が同一でないと判定した場合（ステップＳ６０２）、制御
部２１は、直前のキー入力で文字を入力したか否か（即ち、「変数ｋ」が「ｎｕｌｌ」以
外か否か）を判定する（ステップＳ６０３）。ここで、制御部２１は、直前のキー入力で
文字が入力されたと判定した場合は、直前のキー入力で入力された文字を確定して、カー
ソルを１つ移動する（（ステップＳ６０４、ステップＳ６０５）。この際、カーソルがの
最後の表示位置まで達している場合は（ステップＳ６０６）、「変数ｊ」にカーソルを最
後の表示位置を示す「３６」に設定する（ステップＳ６０７）。なお、カーソルがの最後
の表示位置まで達していない場合は（ステップＳ６０６）、「変数ｋ」及び「変数ｉ」の
値を初期設定する（ステップＳ６０８）。
【００２４】
最後に、制御部２１は、点滅表示しているカーソルの位置に選択された「文字候補番号ｉ

10

20

30

40

50

(6) JP 3561637 B2 2004.9.2



」の文字を表示する（ステップＳ６１３）。
図７は、図５において制御部２１が「アップ／ダウンキー（△／▽キー）」を受け付けた
と判定した場合（ステップＳ５０５）以降の＜アップ／ダウンキー処理＞の流れを示すフ
ローチャートである。
【００２５】
最初に、制御部２１は、上記 と同様に、直前のキー入力で文字が入力されたか否かを
判定する（ステップＳ７０１）。この際、直前のキー入力で文字が入力されていないと判
定された場合、制御部２１は、再度操作者からのキー入力を待つ処理に戻る（図５のステ
ップＳ５０２）。
一方、直前のキー入力で文字が入力されていると判定された場合、制御部２１は、入力キ
ーが「△キー」か「▽キー」かを判別する（ステップＳ７０２）。入力キーが「△キー」
の場合、制御部２１は、「文字番号ｉ」を１減らす（ステップＳ７０３）。もし、この「
文字番号ｉ」の値が１未満の場合は（ステップＳ７０４）、「文字番号ｉ」に「Ｎ（ｋ）
」を設定する（ステップＳ７０５）。この「Ｎ（ｋ）」は、「変数ｋ」に依存する定数で
あり、「ｋ＝１」（即ち、あ行）の場合は「Ｎ（ｋ）＝１０」である。なお、入力キーが
「▽キー」の場合、制御部２１は、「文字番号ｉ」を１増やす（ステップＳ７０６）。も
し、この「文字番号ｉ」の値がＮ（ｋ）」を越えている場合は（ステップＳ７０７）、「
文字番号ｉ」に「１」を設定する（ステップＳ７０８）。
【００２６】
最後に、制御部２１は、点滅表示しているカーソルの位置に選択された文字候補を表示す
る（ステップＳ７０９）。
図８は、図５において制御部が「左移動／右移動キー」が入力されたと判定した場合のサ
ブルーチン＜移動カーソル処理＞（ステップＳ５０６）の流れを示すフローチャートであ
る。
【００２７】
最初に、制御部２１は、直前のキー入力で文字が入力されたか否かを判定する（ステップ
Ｓ８０１）。直前のキー入力で文字が入力されていないと判定された場合、制御部２１は
、本サブルーチンを終了する。
一方、直前のキー入力で文字を入力されたと判定された場合に、制御部２１は直前のキー
入力で入力された文字を確定し（ステップＳ８０２）、移動キーの種別に応じて点滅表示
させるカーソルの位置を決定する（ステップＳ８０３～ステップＳ８０９）。
【００２８】
以上のように、「△キー」又は「▽キー」を用いることによって、現在表示されている文
字のから「逆」の読出順序、又は「正」の読出順序で次の文字を読み出して画面に表示す
ることができる。
（実施の形態２）
図９は、実施形態２における携帯型電話機３０の構成を示すブロック図である。本機３０
は、図１の携帯型電話機１０の記憶部１８及び制御部２１に替えて
、記憶部３１及び制御部３２を追加している点が異なるが、他の構成要素は同じである。
以下、同じ点は説明を省略して、異なる点を中心に説明する。
【００２９】
携帯型電話機３０では、「数字キー」を「長押し」することにより、文字の読出順序を「
逆」に変更し、それ以降は「数字キー」を押下すると、「逆」の読出順序で文字を読み出
すことを実現する。
記憶部３１は、各種のフラグ群３１ｂやカウンタ群３１ｃの値を記憶する。本実施形態に
おけるフラグ群３１ｂとしては、操作者によってキー入力があったか否かを識別するため
の「キー入力判定フラグ」、操作者によるキー入力の長押しがあったか否かを識別するた
めの「長押判定フラグ」、文字を読み出す順序について「正」又は「逆」を識別するため
の「文字読出順序フラグ」がある。また、本実施形態におけるカウンタ群３１ｃとしては
、操作者によって５００ｍｓを越えるキー入力の長押しがあったか否かを判別するために
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用いる「長押判定カウンタ」がある。
【００３０】
制御部３２は、入力部２０から「数字キー」の押下通知を受けると、内部のタイマ計時に
よって押下時間の短い「短押し」であるか、押下時間の長い「長押し」であるかを判定し
、この判定結果に応じて「文字読出順序フラグ」を「逆（＝１）」又は「正（＝０）」に
変更し、変更した読出順序における次の文字を読み出して表示する。具体例を挙げて説明
すると、「文字読出順序フラグ」が「正」に設定され、表示パネルに「イ」が表示されて
いる時に、制御部３２は、操作者から「数字キー”１”」を０．５秒以上押下された場合
は「長押し」と判定し、「文字読出順序フラグ」を「正」から「逆」に設定を変更し、か
つ、「逆」の読出順序で文字「イ」の次の文字である文字「ア」を読み出して画面に表示
する。一方、操作者からの「数字キー”１”」の押下が０．５秒未満の場合は「短押し」
と判定し、通常の「数字キー”１”」が１回押下されたとみなされるので、「文字読出順
序フラグ」の変更は行わず、「正」の読出順序で「イ」の次の文字「ウ」が読み出して画
面に表示する。
【００３１】
図１０は、数字キーの「長押し」を用いる実施形態２の動作の概要を示した図である。
最初に、画面１００１において、制御部３２が入力部２０から「数字キー”１”」の押下
を受け付けた場合は、ア行の最初の文字「ア」を読み出して画面に表示する（画面１００
２）。次に、画面１００２において、操作者から「数字キー”１”」の「長押し」を受け
付けた場合は、前記「文字読出順序フラグ」を「正」から「逆」に変更し、かつ、「逆」
の読出順序で文字「ア」の次の文字「ォ」を読み出して画面に表示する（画面１００３）
。さらに、画面１００３において、操作者から「▽キー」又は「数字キー”１”」の押下
を受け付けた場合は、「逆」の読出順序で文字「ォ」の次の文字「ェ」を読み出して画面
に表示する（画面１００４）。この場合、「文字読出順序フラグ」が「逆」に変更され、
読み出される文字の順序が反対になったため、変更前の「数字キー”１”」の押下によっ
て読み出される文字の順序とは逆の順序で文字が読み出される。
【００３２】
一方、画面１００４において、操作者から「数字キー”１”」の「長押し」を受け付けた
場合、制御部３２は、「文字読出順序フラグ」を「逆」から「正」に変更し、かつ、「正
」の読出順序で文字「ェ」の次の文字「ォ」を読み出して画面に表示する（画面１００３
）。さらに、画面１００３において、操作者から「▽キー」又は「数字キー”１”」の押
下を受け付けた場合は、「正」の読出順序で文字「ォ」の次の文字「ア」を読み出して画
面に表示する（画面１００２）。この場合、「文字読出順序フラグ」が「正」に変更され
たので、元の順序で文字を読み出す。
【００３３】
図１１～図１３は、実施形態２における携帯型電話機３０の＜文字入力処理＞の流れを示
すフローチャートである。
図１１は、実施形態２における＜文字入力処理＞のメインルーチンを示すフローチャート
である。図１１は、上記図５のメインルーチンの流れと基本的には同じであるが、長押判
定フラグの取込み処理（ステップＳ１１０４）が追加されている点と、キー押下されたキ
ー種別の判定にアップ／ダウンキーの判定処理（ステップＳ５０５）が含まれていない点
が異なっている。
【００３４】
なお、初期化処理（ステップ１１０１）において、新たに「キー入力判定フラグ」（ＫＰ
）、「長押判定フラグ」（ＬＰ）、「文字読出順序フラグ」（ＤＦ）及び「長押判定カウ
ンタ」（ＮＬＰ）の初期化を行っている。
図１２は、図１１において制御部３２が「数字キー」が入力されたと判定した場合（ステ
ップＳ１１０５）以降の＜数字キー処理＞の流れを示すフローチャートである。図１２は
、上記図６と比べ、「長押し」されているか否かを「長押判定フラグ（ＬＰ）」によって
判別し、「文字読出順序フラグ（ＤＦ）」の値を反転させる処理（ステップＳ１２０２、

10

20

30

40

50

(8) JP 3561637 B2 2004.9.2



ステップ１２０３）が追加されている。さらに、図１２は、上記図６と比べ、文字の読出
順序が反転するため、文字番号の初期化処理の他に、文字番号を補正するための処理（ス
テップＳ１２１５、ステップＳ１２１６）が追加されている。
【００３５】
図１３は、実施形態２において、＜２０ｍｓ毎に実行される長押判定処理＞の流れを示す
フローチャートである。この「長押判定処理」では、同一のキーが「０．５秒」以上押下
された場合に「長押し」と判定し、「長押判定フラグ（ＬＰ）」に「１」を設定する。
最初に、制御部３２は、入力部２０の入力によってキーが押下されているか否かを判定し
（ステップＳ１３０１）、キーが押下されている場合は「キー入力判定フラグ（ＫＰ）」
のＯＮ／ＯＦＦを判別する（ステップＳ１３０２）。「キー入力判定フラグ」が「ＯＮ」
の場合、制御部３２は、「長押判定フラグ」が「ＯＦＦ」の時にのみ「長押判定カウンタ
」の値を１減らし（ステップＳ１３０５）、「長押判定カウンタ」の値が「０」になった
場合（ステップＳ１３０６）、「長押判定フラグ」を「ＯＮ（＝１）」に設定する（ステ
ップＳ１３０７）。
【００３６】
一方、キーが押下されているが「キー入力判定フラグ」が「ＯＦＦ」の場合、制御部３２
は、「キー入力判定フラグ」を「ＯＮ」に設定する。なお、キーが押下されていないと判
定された場合、制御部３２は、「キー入力判定フラグ」、「長押判定カウンタ」及び「長
押判定フラグ」の初期化を行う（ステップＳ１３０８～ステップＳ１３１２）。
【００３７】
以上のように、「数字キー」を「長押し」することによって、文字の読み出す順序を逆向
きに変更することができるので、文字の選択に失敗した場合であっても短時間で目的の文
字を選択し直すことができる。
（実施の形態３）
図１４は、実施形態３における携帯型電話機５０の構成を示すブロック図である。本機５
０は、図１の携帯型電話機１０の記憶部１８及び制御部２１に替えて、記憶部５１及び制
御部５２を追加している点が異なるが、他の構成要素は同じである。また、本機５０は、
上記実施形態２の携帯型電話機３０と同等の機能を有しているため、同じ点は説明を省略
して、異なる点を中心に説明する。
【００３８】
携帯型電話機５０では、「数字キー」を「ダブルクリック」することにより、文字の読出
順序を逆向きに変更し、それ以降は「数字キー」を押下する毎に逆の順序で文字を読み出
すことを実現する。
記憶部５１は、各種のフラグ群５１ｂやカウンタ群５１ｃの値を記憶する。本実施形態に
おけるフラグやカウンタとしては、「数字キー」の「ダブルクリック」があったか否かを
識別するための「ダブルクリック判定フラグ」と、５００ｍｓ以内に操作者によって「数
字キー」の「ダブルクリック」のキー入力があったか否かを判別するために用いる「ダブ
ルクリック判定カウンタ」がある。
【００３９】
制御部５２は、内部のタイマ計時によって計時された所定の時間内に、入力部２０から２
回の数字キーの押下通知を受け付けた場合に、「ダブルクリック」の入力と判定し、この
判定結果に応じて「文字読出順序フラグ」を「正」から「逆」（又は「逆」から「正」）
に設定を変更する。「ダブルクリック」の入力と判定された場合の動作は、上記の「長押
し」と判定された場合の動作と同一である。
【００４０】
図１５は、「数字キー」の「ダブルクリック」を用いる実施形態３の動作の概要を示した
図である。図１５に示されるように、数字キーが「ダブルクリック」受け付けられた場合
の動作（画面１５０１～画面１５０４、操作▲１▼～操作▲５▼）は、上記図１０の数字
キーの「長押し」の場合と全く同じであるため、説明は省略する。
【００４１】
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図１６～図１８は、第３実施例における携帯型電話機１０の＜文字入力処理＞の流れを示
すフローチャートである。図１６は、実施形態３における＜文字入力処理＞のメインルー
チンの流れを示すフローチャートである。図１６は、上記図１１のメインルーチンと比較
すると、「長押判定フラグ」の取込み処理（ステップＳ１１０４）に替えて、「ダブルク
リック判定フラグ」の取込み処理（ステップＳ１４０４）を行う点のみが異なっている。
【００４２】
なお、初期化処理（ステップ１６０１）において、新たに「キー入力判定フラグ」（ＫＰ
）、「ダブルクリック判定フラグ」（ＤＣ）及び「ダブルクリック判定カウンタ」（ＮＤ
Ｃ）の初期化を行っている。
図１７は、図１６において制御部５２が、「数字キー」が入力されたと判定した場合（ス
テップＳ１６０５）以降の＜数字キー処理＞の流れを示すフローチャートである。図１７
は、上記図１２における「長押しされたか否か」の判定（ステップＳ１２０２）に替えて
、「ダブルクリックされたか否か」の判定（ステップＳ１７０２）を行っている点が異な
る。これ以外の処理は、上記図１２の処理内容と同じである。
【００４３】
図１８は、第３実施例において、＜２０ｍｓ毎のダブルクリック判定処理＞の流れを示す
フローチャートである。この処理では、同一のキーが「０．５秒」以内に２回押下された
場合に「ダブルクリック」と判定し、「ダブルクリック判定フラグ」に「１」を設定する
。この場合の「ダブルクリック」の判定は、厳密に言えば、１回目のキー入力終了後から
２回目のキー入力が確認されるまでの時間が、「０．５秒」以内か否かで判定している。
【００４４】
最初に、制御部５２は、入力部２０の入力によってキーが押下されているか否かを判定し
（ステップＳ１８０１）、キーが押下されている場合は「キー入力判定フラグ」のＯＮ／
ＯＦＦを判別する（ステップＳ１８０２）。「キー入力判定フラグ」が「ＯＦＦ」の場合
、制御部５２は、「キー入力判定フラグ」を「ＯＮ（＝１）」に設定する（ステップＳ１
８０３）。
【００４５】
さらに、制御部５２は、「ダブルクリック判定カウンタ（ＮＤＣ）」が「０」より大きい
か否かを判定し、「０」より大きい場合は、「ダブルクリック判定フラグ（ＤＣ）」を「
ＯＮ（＝１）」に設定し、「ダブルクリック判定カウンタ」を「０」クリアする（ステッ
プＳ１８０６）。一方、「ダブルクリック判定カウンタ」が「０」より大きくない場合、
制御部５２は、「ダブルクリック判定カウンタ」を初期化する（ステップＳ１８０７）。
【００４６】
なお、キーが押下されていない場合（ステップＳ１８０１）以降の処理内容は、上記図１
３の＜２０ｍｓ毎の長押判定処理＞と同じである。
以上のように、「数字キー」を「ダブルクリック」することによって、文字の読み出す順
序を逆向きに変更することができるので、文字の選択に失敗した場合であっても短時間で
目的の文字を選択し直すことができる。
（実施の形態４）
図１９は、実施形態４における携帯型電話機７０の構成を示すブロック図である。本機７
０は、図１の携帯型電話機１０の記憶部１８及び制御部２１に替えて、記憶部７１及び制
御部７２を追加している点が異なるが、他の構成要素は同じである。以下、同じ点は説明
を省略して、異なる点を中心に説明する。
【００４７】
携帯型電話機７０では、「数字キー」又は「アップ／ダウンキー」を「連続長押し」する
ことにより、文字の読出順序を「正」、又は「逆」の順序で連続的に文字を読み出して画
面に表示することを実現する。
記憶部７１は、各種のフラグ群７１ｂやカウンタ群７１ｃの値を記憶する。本実施形態に
おけるフラグやカウンタとしては、操作者によるキー入力の連続長押しがあったか否かを
識別するための「連続長押判定フラグ」、３００ｍｓを越える操作者によるキー入力の連
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続長押しがあったか否かを判別するために用いる「連続長押判定カウンタ」、操作者から
キー入力の連続長押しがあった場合に次々に読み出される文字の文字数を示す「文字変更
カウンタ」の値を記憶する。
【００４８】
制御部７２は、入力部２０から「数字キー」又は「アップ／ダウンキー」の連続したキー
押下を受け付けると、内部のタイマ計時によって連続押下時間を計時し、所定の時間が経
過する毎に、これらの「数字キー」又は「アップ／ダウンキー」が１回押下されたとみな
し、連続して次の候補の文字又は前の候補の文字を読み出して表示する。具体例を挙げて
説明すると、「文字読出順序フラグ」が「正」に設定され、表示部１９に「イ」が表示さ
れている時に、操作者から「数字キー”１”」を１秒押下された場合は、「数字キー”１
”」が３回押下されたとみなし、「正」の読出順序で文字「イ」から文字「ウ」、文字「
エ」、文字「オ」の文字コードを記憶部１８ａから次々に読み出して表示部１９に表示す
る。一方、操作者からの「アップキー（△キー）」が１秒押下された場合は、「文字読出
順序フラグ」を「逆」に設定し、この状態で「数字キー”１”」が３回押下されたと判定
し、「逆」の読出順序で文字「イ」から文字「ア」、文字「ォ」、文字「ェ」の文字コー
ド１８ａを記憶部１８から次々に読み出して表示部１９に表示する。
【００４９】
図２０は、「数字キー（又は▽キー）」、若しくは「△キー」の「連続長押し」を用いる
実施形態４の動作の概要を示した図である。
最初に、画面２００１において、制御部７２が入力部２０から「数字キー”１”」の押下
を受け付けた場合は、ア行の最初の文字「ア」を読み出して画面に表示する（画面２００
２）。次に、画面２００２において、制御部７２が「▽キー」又は「数字キー”１”」の
「長押し」を受け付けた場合は、０．３秒経過時に「正」の読出順序で次の文字「イ」を
読み出し画面に表示する（画面２００３）。さらに、制御部７２が「▽キー」又は「数字
キー”１”」の「長押し」が継続していることを受け付けた場合は、さらに０．３秒経過
時に「正」の読出順序で文字を読み出して画面に表示する。このように、制御部７２は、
「▽キー」又は「数字キー”１”」の「長押し」が継続されている場合は、０．３秒毎に
「正」の読出順序で文字を次々に読み出して画面に表示する（画面２００２→画面２００
３→画面２００４→画面２００２）。
【００５０】
一方、画面２００２において、操作者から「△キー」の「長押し」を受け付けた場合は、
０．３秒経過時に「文字読出順序フラグ」を「正」から「逆」に変更し、かつ、「逆」の
読出順序で文字「ア」の次の文字「ォ」を読み出し画面に表示する（画面２００４）。さ
らに、「△キー」の「長押し」が継続している場合は、さらに０．３秒経過時に「逆」の
読出順序で次の文字を読み出し画面に表示する。このように、「△キー」の「長押し」が
継続された場合は、０．３秒毎に「逆」の読出順序で文字を次々に読み出して画面に表示
する（画面２００２→画面２００４→画面２００３→画面２００２）。
【００５１】
次に、実施形態４の動作について、図２１～図２４のフローチャートを用いて説明する。
図２１～図２４は、実施形態４における携帯型電話機１０の＜文字入力処理＞の流れを示
すフローチャートである。図２１は、第４実施例における＜文字入力処理＞のメインルー
チンの流れを示すフローチャートである。図２１は、上記図５に示した実施形態１のメイ
ンルーチンと基本的には同じであるが、図２１の初期化処理（ステップＳ２１０１）にお
いて、新たに「文字変更カウンタ」（ＣＣＣ）及び「長押継続判定カウンタ」（ＮＬＰＣ
）の初期化を行っている。
【００５２】
図２２は、図２１において制御部７２が「数字キー」が入力されたと判定された場合（ス
テップＳ１８０４）以降の＜数字キー処理＞の流れを示すフローチャートである。基本的
な処理は、上記図６と同じであるが、図２２では、「長押継続中か否か」の判定処理（ス
テップＳ２２１４）及び長押継続中の場合は、「文字変更カウンタ」の値を１減らす処理

10

20

30

40

50

(11) JP 3561637 B2 2004.9.2



（ステップＳ２２１５）が追加されている。
【００５３】
図２３は、図２１において制御部７２が「アップ／ダウンキー（△／▽キー）」が入力さ
れたと判定した場合（ステップＳ１８０５）以降の＜アップ／ダウンキー処理＞の流れを
示すフローチャートである。基本的な処理は、上記図７と同じであるが、図２３では、連
続で長押しされているか否かを判別する長押継続判定処理（ステップＳ２３１０）及び長
押継続中の場合は、「文字変更カウンタ」の値を１減らす処理（ステップＳ２３１１）が
追加されている。
【００５４】
図２４は、実施形態４において、＜２０ｍｓ毎の長押継続判定処理＞の流れを示すフロー
チャートである。この処理では、同一のキーが「０．３秒」以上連続に押下された場合に
「長押継続」と判定し、「文字変更カウンタ」の値を１づつ増加させる。
最初に、制御部７２は、入力部２０の入力によってキーが押下されているか否かを判定し
（ステップＳ２４０１）、キーが押下されている場合は「キー入力判定フラグ」のＯＮ／
ＯＦＦを判別する（ステップＳ２４０２）。「キー入力判定フラグ」が「ＯＮ」の場合、
制御部７２は、「長押継続判定カウンタ（ＮＬＰＣ）」の値を１減らす（ステップＳ２４
０４）。
【００５５】
さらに、制御部７２は、「長押継続判定カウンタ」が「０」か否かを判定し、「０」の場
合は、「文字変更カウンタ（ＣＣＣ）」を１増やし（ステップＳ２４０６）、「長押継続
判定カウンタ」を初期化する（ステップＳ２４０７）。
なお、キーが押下されていない場合（ステップＳ２４０１）は、「キー入力判定フラグ」
及び「長押継続判定カウンタ」の初期化処理を行う（ステップＳ２４０９、ステップＳ２
４１０）。
【００５６】
以上のように、「数字キー」又は「アップ／ダウンキー」を「連続長押し」することによ
って、「正」の順序、又は「逆」の順序で連続的に文字を読み出して画面に表示すること
ができるので、何回もキーを押下することなく容易に目的の文字を選択することができる
。
なお、以上の実施形態では、文字入力機能を有する携帯型電話機として、主にＰＨＳを取
り上げて説明してきたが、ＰＨＳに限定するものではなく、いわゆるＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）方式の携帯型電話機や、その他の文字入力
機能を有する電話機であってもよい。
【００５７】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明に係る携帯型電話機は、文字入力機能を有する携
帯型電話機であって、 数字キーの数字と数字キーに割り当てられた
、順序が定められた複数の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と
、一つの数字キーが繰り返し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の
文字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、 が押
下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字とする文字入力手段と、

前記読出手段の読出順序を、前記定められた順序と
逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴と
する。これにより、通常の読み出し順序とは逆の順序で文字を読み出すことができるので
、短時間で目的の文字を特定し、効率的な文字入力を行うことができる。
【００５８】
また、本発明に係る携帯電話機は、文字入力機能を有する携帯型電話機であ　って、
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１～９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー
当該数字キー

に対応した文字グループの文字の入力中に、数字キーと異なる所定のキーの操作がされた
とき、当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該
数字キーに対応する文字の入力中の最後の文字から、前記所定のキーの操作により、前記
逆の順序に従って当該数字キーに対応する

１～



数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複数の
文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、一つの数字キーが繰り返
し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の文字を、前記定められた順
序で読み出す読出手段と、 が押下されたとき、最後に読み
出された文字を入力文字とする文字入力手段と、

当該数字キーが所定の時間以上の長押しがされたとき、
前記読出手段の読出順序を、前記定められた順序と逆の順序に切り換える

切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すことを特徴とする。これにより
、数字キーの長押しによって文字の読み出し順序を変更して文字を読み出すことができる
ので、短時間で目的の文字を特定し、効率的な文字入力を行うことができる。
【００５９】
また、本発明に係る携帯型電話機は、文字入力機能を有する携帯型電話機であって、

数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複数の
文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、一つの数字キーが所定の
時間を超える間隔で繰り返し押下されたとき、当該数字キーに対応する文字グループ内の
文字を、前記定められた順序で読み出す読出手段と、 が押
下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字とする文字入力手段と、

当該数字キーが前記所定時間以内に２回押下
されたとき、 前記読出手段の読出順序を、前記定められた
順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文字を読み出すこ
とを特徴とする。これにより、数字キーのダブルクリックによって文字の読み出し順序を
変更して文字を読み出すことができるので、短時間で目的の文字を特定し、効率的な文字
入力を行うことができる。
【００６１】
さらに、本発明に係る携帯型電話機は、文字入力機能を有する携帯型電話機であって、

数字キーの数字と数字キーに割り当てられた、順序が定められた複数
の文字からなる文字グループとを対応させて記憶する記憶手段と、

が押下されたとき、最後に読み出された文字を入力文字とする文字入力手段と、

前記読出手段の読出順序を、前記定められ
た順序と逆の順序に切り換える切換手段とを備え、

文字グループ内の文
字を読み出すことを特徴とする。これにより、何回もキーを押下することなく容易に目的
の文字を選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】携帯型電話機１０の構成を示すブロック図である。
【図２】（ａ）は、各数字キーと各数字キーが押下された回数との対応付けで割り当てら
れた文字の一覧表である。（ｂ）は、文字読出順序についての説明図である。
【図３】入力部２０における操作キーの一例を示した図である。
【図４】「アップ／ダウンキー」を用いる本実施形態における動作の概要を示した図であ
る。
【図５】実施形態１における＜文字入力処理＞のメインルーチンのフローチャートである
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９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー
当該数字キーに対応した文字グループの

文字の入力中に、 当該数字キーに
割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は、当該数字キーに対応する文
字の入力中の最後の文字から、当該数字キーの押下により、切り換えられた順序に従って
当該数字キーに対応する

１～
９及び０からなる

当該数字キーと異なる数字キー
当該数字キー

に対応した文字グループの文字の入力中に、
当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後は
、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の文字から、当該数字キーの押下により、
切り換えられた順序に従って当該数字キーに対応する

１
～９及び０からなる

一つの数字キーが所定
の時間以上長押しされている間、当該数字キーに対応する文字グループ内の文字を一定の
時間間隔をおいて、前記定められた順序で読み出す読出手段と、当該数字キーと異なる数
字キー 当
該数字キーに対した文字グループの文字の入力中に、数字キーと異なる所定のキーの操作
がされたとき、当該数字キーに割り当てられた

前記切換手段により切り換えられた後
は、当該数字キーに対応する文字の入力中の最後の文字から、前記所定のキーが所定の時
間以上長押しされている間、当該数字キーに対応する文字グループ内の文字を一定の時間
間隔をおいて、切り換えられた順序に従って当該数字キーに対応する



。
【図６】図５における＜数字キー処理＞のフローチャートである。
【図７】図５における＜アップ／ダウンキー処理＞のフローチャートである。
【図８】図５における＜左移動／右移動キー処理＞のフローチャートである。
【図９】携帯型電話機３０の構成を示すブロック図である。
【図１０】「数字キー」の「長押し」を用いる実施形態２における動作の概要を示した図
である。
【図１１】実施形態２における＜文字入力処理＞のメインルーチンの流れを示すフローチ
ャートである。
【図１２】図１１における＜数字キー処理＞のフローチャートである。
【図１３】実施形態２における＜２０ｍｓ毎の長押判定処理＞のフローチャートである。
【図１４】携帯型電話機５０の構成を示すブロック図である。
【図１５】「数字キー」の「ダブルクリック」を用いる実施形態３における動作の概要を
示した図である。
【図１６】実施形態３における＜文字入力処理＞のメインルーチンのフローチャートであ
る。
【図１７】実施形態３における＜数字キー処理＞のフローチャートである。
【図１８】実施形態３における＜２０ｍｓ毎のダブルクリック判定処理＞のフローチャー
トである。
【図１９】携帯型電話機７０の構成を示すブロック図である。
【図２０】「数字キー」の「連続長押し」を用いる実施形態４における動作の概要を示し
た図である。
【図２１】実施形態４における＜文字入力処理＞のメインルーチンのフローチャートであ
る。
【図２２】図２１における＜数字キー処理＞のフローチャートである。
【図２３】図２１における＜アップ／ダウンキー処理＞フローチャートである。
【図２４】実施形態４における＜２０ｍｓ毎の長押継続判定処理＞のフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１０、３０　　　携帯型電話機
５０、７０　　　携帯型電話機
１１　　　　　　無線部
１２　　　　　　モデム部
１３　　　　　　ＴＤＭＡ処理部
１４　　　　　　Ｄ／Ａ・Ａ／Ｄ変換部
１５　　　　　　音声処理部
１６　　　　　　スピーカ
１７　　　　　　マイク
１８　　　　　　記憶部
１８ａ　　　　　文字コード
１８ｂ、３１ｂ　フラグ群
５１ｂ、７１ｂ　フラグ群
１９　　　　　　表示部
２０　　　　　　入力部
２１、３２　　　制御部
５２、７２　　　制御部
３１ｃ　　　　　カウンタ群
５１ｃ、７１ｃ　カウンタ群
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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